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1. 私は、勤労者財産形成促進法第６条第１項、第２項又は第４項による貯蓄を行いたいので、貴行（社・金庫・組合）所定の財産形成貯蓄、財産形成年金貯蓄又は財産形成住宅貯蓄（以下、財産

形成貯蓄等という。）に関する規定及び約款に従って、下記により財産形成貯蓄等の預入等を印鑑を届出のうえ申し込みます。

　この貯蓄については、所属省庁が私の給与から積立額を天引きし私に代わって預入等を行います。私は、財産形成貯蓄については３年以上、財産形成年金・住宅貯蓄については５年以上積み立

てるとともに財産形成貯蓄については１年間払出しをいたしません。財形年金においては、原則として年金による払出しの場合に限り、また財形住宅においては原則として持家としての住宅の取

得等の場合に限り払出しをします。

　この貯蓄（元加利息を含む。）は私から特に申し出をしない限り、満期日後は引き続き貴店（移管があった場合は、移管後の店舗）において財産形成貯蓄等としてお取り扱いください。更新さ

れた財産形成貯蓄等の満期日後についても同様にお取り扱いください。

　なお、有価証券を購入する場合には、その有価証券はすべて貴行（社・金庫）に寄託するとともに大券保管されることに同意いたします。また、ゆうちょ銀行の一般財産形成貯蓄の場合、積立

期間が終了するまで貯金証書を保管してください。

2.私は、下記の金額の の規定の適用を受けたいので、この旨申し込みます。

支払方法 ☑ 定額型 □ 逓増型 □ 定額逓増型（損害保険）

年 (生命保険) □ 確定年金（定額型） （ □ 6年 □ 10年 □ 15年 ）

□ 終身年金（10年保証期間付） □ 定額型

□ 逓増型

支払回数 □ 年1回 □ 年4回 ☑ その他ー年 （ ） 回

（注）年金貯蓄の申込みのみ記入

千 円 □ 共済組合からの融資

□ 住宅金融支援機構又は沖縄振興開発金融公庫からの融資

□ 取扱機関が斡旋する金融機関からの融資

ゆうちょ銀行の一般財産形成貯蓄の場合は積立最高限度額を記入 （注）住宅貯蓄の申込みのみ記入

税　務　署　長　殿

下記の の規定の適用を受けたいので、この旨申告します。

百万 千 円 ☑
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お届出印

○けん○し○まち

○県○市○町○丁目○番地○

（自動入力）

○○-○○○○-○○○○

（６０歳以降とする）

積立終了時までに取扱機関所定の方法で確定します。

（又は支払開始日より 回）

から まで 年 月間

支 払 開 始 日

支  払  期  間

ゆうちょ銀行の財産形

成年金貯蓄の支払期間

年金支払方法

及び支払回数

年金振込口座及び

年金支払額

令和○年○月○日

○

財  産  形  成

財産形成年金

財産形成住宅

貯蓄申込書
（兼   印   鑑   届）

財産形成年金貯蓄につき租特法第４条の３第１項

（兼 財産形成非課税年金 貯蓄申込書）

一般財形３年以上

住宅貯蓄５年以上

積立終了日（年金貯蓄・積

立定期預金の場合のみ）

保 　険　 期　 間

（年金・損害保険の場合のみ）

取扱金融

機 関 等

勤  務  先

（自動入力）

（金融機関等使用欄）

○

○○○‐○○○○

○

職 員 番 号

ふりがな

氏　    名

ふりがな

住　    所

電 話 番 号

５年以上２０年

以内とする

（自動入力）

（自動入力）

○

隼　太郎

はやぶさ　たろう

（自動入力）

歳)

期間は積立開始日

から開始します。

歳)

支払開始日より

検印

○○○ ○

123456789012

個人番号

○県○市○町○丁目○番地○

（自動入力）

名　称

種　　別受入機関の営業所等

法人番号

所在地

名　称

名　称

所在地

名　称

所在地 （自動入力）

（自動入力）

（自動入力）

最高限度額

名　称

法人番号

法人番号

（自動入力）（自動入力） 受付日付印

所在地

歳)

○○地方裁判所

男女別

御中

所  在  地

生年月日

法人番号

（年金・住宅貯蓄の場合に記入）

昭和○年○月○日

積

立

額

○

貯蓄の種類（種別）

積   立   開   始   日

俸　　　　　　給

期末手当（６月期）

期末手当（12月期）

（ゆうちょ銀行の貯金及び損害

保険の場合は６月期と同額）

○

○

（租規第３条の11第１項第２号）

○○銀行

所属部課

同  番  号

(満

(満

住宅資金の不足

額の支払方法

千円

千円

千円

積立定期預金

令和○年○月○日 (満 （自動入力） 歳)

令和○年○月○日 (満 （自動入力）

○ 年間

非課税最高限度額

（年金・住宅貯蓄の場合に記入） ○

百万

○

番　号

※欄に記載した事項は、勤務先の長により事実に相違ないことを確認しました。

預　　貯　　金

合 同 運 用 信 託

有　価　証　券

生命・損害保険の保険料

住　　所

区　分

非課税扱いの

申告をする最

高限度額

※既に非課税扱い

の申告をしている

最高限度額

勤　務　先

賃金の支払者

事務代行先

○○ ○ ○ ○ ○ ○

○県○市○町○丁目○番地○

○○銀行

受入機関の

受理日付印

年金

令和　　　年　　　月　　　日

ふりがな

氏　　名 隼　太郎

はやぶさ　たろう

貯蓄申告書財産形成非課税

財産形成年金貯蓄につき租税特別措置法第４条の３第１項

○
限
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金

の
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払

に
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す

る

事

項
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通
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込

　

事

　

項

金融機関等用

印

印影がはっきり見える

ように押印する

記載例・年金

氏名・ふりがなは

自署する

氏名・ふりがなは

自署する


